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結線はイグニッションコイルにアクセスするために　外装を脱着する必要が有ります　
脱着する外装は　パーツリストの名称で　ガーニッシュセットエアークリーナー、リッドバッテリー、カバーセット L
メインパイプサイド、カバーメインパイプロア―です　カバーセット R メインパイプサイドは前方のネジを 3～4 箇
所外し少し広げると　完全に外さなくてもコイルの端子の抜き差しは可能ですが　マフラーにカバーが干渉する
ことも予想されますので　養生テープ等で傷防止を行ってください　また、無理な力を加えるとカバーが破損す
る場合も有りますので　注意して作業してください　
マフラーメーカーによっては　マフラーの脱着や　カバー R メインパイプサイドの脱着が必要になる場合も有りま
す

　

左上の状態まで外装を外します　上中央の写真が　カバーを少し広げてコイルが見える状態です　黄色の中が
イグニッションコイルです　右上の写真がノーマル状態のイグニッションコイルで　撮影のためカバーセット R メ
インパイプサイドとマフラーは外しています　
結線図にしたがって結線を行います　下の写真がコイル付近の結線が完了した状態とアース線の取り付け箇
所です　レクチファイヤー取り付けボルト　または純正ハーネスのアースポイントへ取り付けてください

MSAdynamite 本体は　アンダーカバーパイプに取り付けます　必ず配線の出口は内部に水の侵入を防ぐため
下側にしてください
MSAdynamite 本体は　左側でも右側でも装着は可能ですが　右側はマフラーが有ります
メーカーによっては　MSAdynamite 本体に接触する　接触はしないまでも接近しているなど　マフラーの熱の影
響を受け　温度が上がりすぎて故障する場合が有ります　右側への装着は避けて　写真のように左側への装
着をお願いします 　（注意、写真の MSAdynamite 本体は試作品で製品とは少し形状が違います）



　

ブラケットには両面テープが貼り付けてありますので　本体に貼り付けて　ガードパイプに保護用の透明チュー
ブを被せて　ホースバンドで締め付けて装着します
ホースバンドは手を切る恐れが有りますので　保護手袋などで保護して十分注意してください
また、装着後もバンドの先などで怪我をしないように注意してください
場合によっては　余ったバンドを切断するとかテープを巻くとか　必要に応じて対策をしてください
本体を装着したら　マウントキットの配線 4 極メス防水カプラーと本体の配線 4 極オス防水カプラーを接続しま
す

分解した外装を組付けて　配線をまとめてください
本体とマウントキット配線接続の 4 極防水コネクターは　抜き差し可能な位置に結束バンドなどで止めて下さい

MSAdynamite を一時的に外したいとか　故障などでノーマル状態に復帰したい場合は　左上の写真のように　
本体キットに付属のノーマル復帰カプラーと刺し替えることで　ノーマル状態にすることが出来ます　カプラーに
は簡単に抜けないように抜け止めの爪が有りますので　爪を右上の写真では　下方向に広げて抜いてください

（説明書の写真は JA65 を使用しています）

〒491-0917

愛知県一宮市昭和 2-16-13

ワイエスディー　（YSD）
TEL　080-7844-3245　FAX0586-25-8786

定休日　毎週木、金曜日　11：00～17：00
https://ysd-e.jp/
info@ysd-e.jp

mailto:info@ysd-e.jp
https://ysd-e.jp/

